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日常と災害をつなぐために
―各地の取り組みから―

岐阜大学流域圏科学研究センター准教授 /清流の国ぎふ防災・減災センター

　小　山　真　紀

1　はじめに

「日常と災害をつなぐために－各地の取り組みから－」という

ことでお話をさせていただきます。内田さんの最後のところ、「在

留資格が何であれ」ということでしたが、私も東日本大震災の時、

外国人の方がどういう状況におかれたか、ヒアリングをさせてい

ただきました。その時に公的な支援につながるということは、自

分が不法滞在状態であることが行政に知られてしまうということ

で、場合によっては生存の危険が高くなる（連れ戻される，国に

返されることが命の危険につながる）ことがあることを知り、よ

り困窮した人ほど支援が受けられなくなるというジレンマを考え

ないといけないと感じたことを改めて思い出しました。

2　熊本地震から

清水裕美子さんがまとめられた「外国人と日本人の 5つの壁」

として、言葉の壁、文化の壁、経験の壁、制度の壁、心の壁があ

りますが、これは平常時でも災害時でも両方あると思います。今

回、「いつも」と「もしも」をつなぐ、「日常」と「災害」をつな
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ぐということが主題ですが、日常と災害はフェーズの違いであり、

日常に係わるものは災害でも全て係わります。限られた一つのカ

テゴリーではないのです。災害時には、困窮している人が、さら

に困窮する、日常の問題が拡大されるのです。つまり、日常の

ちょっとした問題が、災害時には命の危険につながるほど大きい

問題につながってしまう。ここがポイントになると思います。だ

からこそ日常のところで、いかに壁を低く、なくしていくか、取

り組みをしていけるか、どうつながっていけるかというところが

大事なことになります。

2016 年の熊本地震における外国人の困りごとに関する話です。

世界の災害分布を見ると、国によって起きやすい災害の種類が違

います（図 1）。色の濃さの違いが災害の違いを表していますが、

国や地域によって、地震が多いところもあれば洪水が多いところ

もある。地震が全くないところもあるし、水害をほとんど受けな

いところもある。「外国人」という名称で一括りにするにはとて

も多様です。地震がない国から来た人は地震を知らない人もいま

す。ちょっと揺れただけでも死ぬほど驚く方もたくさんいます。

熊本地震が起きたときも何が起きているのかわからない、何をし

ていいかわからない。情報は日本語ばかり、避難所の張り紙は日

本語ですので、いくら有用な情報が書かれていても情報にアクセ

スできなくなってしまうことがありました。避難所も知らない。

災害が起きた時の仕組みも国によってさまざまです。日本人だと

災害が起きて住むところがなくなった方とか住めない状況の方に

は、避難所ができて、そこへいくとご飯が配給される、物資が配
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給されるということを知っていますが、外国人の場合、自国では

そもそもそういう仕組みでなかったり、日本の避難所のことを知

らないので、どこへいったらいいかわからない。受けられる支援

が受けられない。情報が得られないことにつながっていきます。

3　岐阜県可児市の事例から

次に外国人の方々で災害を知らない方が多数いる中で防災対策

をどれくらいやっているかについて、岐阜県可児市の例を見てみ

ます。このデータは少し注意が必要で、無作為抽出で回答率 12％

ほどです。行政の調査に協力しない人たちは、そもそも行政とつ

ながっていないケースも多いです。そのため、これに回答してい

図 1　世界の災害分布
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る人は行政とつながっていたり、国際交流協会とつながっていた

り、地域で活動しているとか、日本人社会とのつながりがある方

の割合が高いデータであると思ってください。つまり、実体はこ

の割合よりも割引いて考えていただく必要があると思います。図

2のとおり、かなりかかわっている人でさえ、「対策は何をやって

いますか？」と聞かれて「特に何もしていない」人が 4割くらい。

おそらく、実際には何もしていない方の割合はもっと多いと思い

ます。図 3のとおり、「参加したことのある活動はどんなものが

ありますか？」では「特にない」が 4割。先ほど説明したとおり、

回答者の偏りを考えると、自治会の行事に参加していない、子ど

も会や PTA活動に参加していない。イベントにも参加していな

図 2　外国人の防災対策（可児市の例）
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い。母国人団体の会合にも参加していない。自国人同士の行事も

参加していない。協会やボランティア団体にも参加していないと

いうような人の割合は実際にはもっと多いと思います。つながっ

ている人でさえ、30、40％が「特に参加していない」ということ

です。地域、母国人同士のつながり、ネットワークをもっていな

い方が相当数いることが想像できると思います。

その一方で、図 4のとおり、「参加したい活動がありますか？」

に対して「関心がない」という人は数％しかいない。さきほど参

加している活動が「特にない」という回答が 4割でしたが、興味

がないわけではないのです。きっかけがないとか、どこでやって

図 3　参加したことある活動（可児市の例）
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いるか知らない、どんなことがあるかわからないという理由で参

加していない。つまり、現状参加はしてないけれど、何らかの

きっかけがあれば、この人たちもそういった活動に参加していけ

るのではないかということが見えてきます。

4　多文化の活動の事例から

次に国際交流協会、日本語教室、多文化の防災活動団体の方に

外国人向け防災活動とその課題について調査を行った結果につい

てご紹介します（図 5）。国際交流協会では「すべての外国人住民

とつながるチャンネルがない」ということでした。国際交流協会

図 4　参加したい活動（可児市の例）
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が全外国人住民のリストをもっているわけではなく、外国人住民

全員にちゃんと情報を伝えようと思うと、転居してきたときの住

民登録時しか周知のチャンスがないとのことでした。伝えたい情

報があったとしても、全員に漏れなく伝える手段がないのです。

次に，「交流イベントは参加するが、防災活動は集まらない」と

いうことがあります。日本語教室では、「防災について話す機会

がない」という課題が指摘されました。多文化防災活動団体から

は、「行政の多文化行政は縦割りなので、そこをつないでいく活

動がない」ことが指摘されました。

「交流イベントは人が集まるが、防災活動には集まらない」と

いうことからは、「防災は楽しさがないと、日常から考える場づ

図 5　ヒアリング調査から
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くりができないのではないか」ということがいえるかも知れませ

ん。また、日本語教室で聞いたことですが、外国人の方に災害に

ついて教えたくない企業があるそうです。なぜかというと「災害

があってこんな危険があるよというと、日本は危険な所だと思わ

れて、日本に来なくなってしまうのではないか」と考える企業が

あるというのです。ここから、「災害について伝えるということ

は、危険や不安を煽っているということ」ではなく、「だから、

こういう対策をするのですよ」と、対策とセットで話をしてあげ

ることで不安を解消して災害に対応できるようにしていけるので

はないかと思います。また、「縦割りを超えたつながり」につい

ては、行政のつながりだけでなく、外国人同士のネットワークと

いうものもあり、地域の中での日本人と外国人のネットワークも

あると思います。「日常の中で防災のことをいっしょに考えてい

ける多様なつながりや仕組みづくり」が大事になってくるのでは

ないかと思います。

さて、では、取り組みの中でどういうふうにやっているか見て

いきたいと思います。「日常」と「災害」、「いつも」と「もしも」

をつなぐことが大事と言いました。最初の事例は日本語教室の中

で「いつも」の中に「もしも」を入れる。大垣市の日本語教室の

教材で、日本語を学ぶ中で災害についても学ぶということをされ

ています（図 6）。日本語教室の教材の中で、災害、台風、大雨、

地震の時、災害の情報をどうやって手に入れられるかが書いてあ

る。このように日常の中で学べるようにすれば、日常の中で日本

語を学びつつ、防災知識を得ていくこともできる。次に、外国籍
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の児童を対象とした対策の例ですが、防災に限らず、「親世代に

直接伝えることが難しくても、子どもを通じてなら伝えられる」

ということがあります。防災についても子どもといっしょに考え

ることで、親にも伝わり、さらには近隣住民にも伝えていくこと

ができるのではないでしょうか。

日本の学校における在籍する外国人児童の推移はだんだん増え

ている状況があります。また、外国人児童も日本中、同じように

いるわけではなく、中部圏、関東圏が多くなっています。この中

図 6　日本語教室の教材例
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でも特に外国人児童の多い、知立市の小学校では「昭和まもりん

ピック」という取り組みをやっています（https://www.city.

chir yu.aichi. jp/soshiki/fukushikodomo/fukushi/gyomu/

1488759085294.html）。第一部「まもりんピック」、第二部「学び

んピック」、第三部「食べりんピック」、第四部「泊りんピック」

と、楽しみながら防災を学ぶ大規模なイベントで、600 人もの地

域住民が参加しています。このイベントで防災の楽しさ、縦割り

を越えてつながる取り組みを行っています。

多文化防災ネットワーク、愛知、名古屋の例では、多文化支援

をしている団体と防災活動している団体が集ってネットワークを

組んで多文化防災の取り組みをされています。実際に取水期、雨

がひどい時には、Facebookで多言語で情報提供する活動も行っ

ています（https://www.facebook.com/saigainet.aichi.nagoya/）。

5　岐阜県内の事例から

このように，「危険や不安だけを煽るのではなく、対策といっ

しょにあわせて学ぶ場をつくる」、「防災に楽しさを」、「縦割りを

なくしていく取り組み」をしていけるといいと思います。地域の

防災リーダー育成は、全国的に、日本人向けにはたくさんされて

いますが、外国人の防災リーダーを育成しようという取り組みも

拡がりつつあります。これは岐阜県の例ですが、外国人防災リー

ダーの育成というと外国人だけを対象にして集って勉強するとい

うことが多いのですが、ここでは日本人の防災リーダーにも参加
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していただき、意見交換をしています（図 7）。この図の左の写真

は日本人の防災リーダーの方がつくった、地震時家具転倒防止教

材のミニチュアの家具模型で，日本人防災リーダーの方が外国人

防災リーダーの方にレクチャーしているところです。日本人と外

国人の防災リーダーが一緒に参加し，顔の見える関係を作れるよ

うな取り組みをすることでネットワークづくり、縦割りを超えた

つながりのための機会をつくっています。

次に留学生対象の取り組みです（図 8）。これは岐阜市国際交流

協会と岐阜大学がいっしょに行った外国人向け避難所開設訓練な

どの防災プログラムの取り組みです。岐阜大学は指定避難所に

なっており、かつ、学内に留学生も大勢います。つまり、災害が

図 7　外国人防災リーダー育成（岐阜県の例）
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起きると岐阜市内で最も外国人が多く避難してくる避難所の一つ

が岐阜大学となることは確実でしょう。そのため、岐阜大学でも

外国人向けの避難所開設訓練の必要性は高かったのですが、この

取り組みをするまでは実施できていませんでした。大学の留学生

を支援する部局のスタッフと国際交流協会のスタッフ、国際交流

サークルのメンバー、防災サークルのメンバーが参加してプログ

ラムを実施しました。組織を越えて多様な人がいっしょに参加す

ることで、縦割りを超えたつながりづくりができました。さらに、

防災講座のセクションでは、危険を煽るだけでなく、対策をいっ

しょに考える、具体的な対策まで踏み込んで伝えるということを

行いました。そして、防災スタンプラリーは、防災教育に楽しさ

を感じられるものとしました。このように、上述した 3つの提案

図 8　留学生対象の防災の取り組み（岐阜市国際交流協会・岐阜大学の例）
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を全て反映させたイベントです。

さて、最初に 5つの壁の話をしましたが、壁を取り払っていく

ことは、日常だけでなく災害時にも必要です。「日常」と「災害」

を行きつ、戻りつ、「災害を見越した日常」という視点も持ちな

がら壁を取り払っていく。防災だけ考える対策ではなく、壁を超

えていく、日常の中で防災の知識を入れていく。そういう活動が

必要になってくるだろうと思います。

6　おわりに

最後になりますが、外国人防災を進める上で大事なことです

（図 9）。危険や不安を煽るだけではなく、丁寧に知らせることで

図 9　外国人防災を進める上で大事なこと
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実際の対策につなげて安全な環境を確保していくことが大事とい

うこと。組織ごとにつながっている外国人は異なるし、日本の支

援組織もフィリピンの人を支援する人、イスラム教関係の人を支

援する人、つながっている外国人が違ったりします。もっている

情報、外国人との関係性も異なっています。似たような取り組み

を行っている団体でも、お互いにやっていることを知らなかった

りします。だからこそ壁を超えてつながる場をつくることが大事

です。つながる場ができ、いっしょにやっている人がつながって

いくことで、さらに大きいつながりにもなる。外国人のセクター

を超え、組織のセクターを超えて互いに知らなかったこと、情報

共有できていなかったこと、気づいていなかったことも相互に気

づくことができるようになると、できることが増えていきます。

災害が起きてから災害のことを啓発するのでは手遅れなので、災

害前に考えないといけないのですが、災害前には防災に興味がな

い。こうなると日常の防災活動が進まないということになるので

すが、防災に興味がなくても、楽しいこととか日常で必要なこと

であれば参加したくなりますよね。だからこそ日本語教室の教材、

日常のイベント、学校や PTAなどの日常の活動に防災を入れて

いくことが大事なのです。可児市のアンケートでも、日常の活動

に参加していない外国人の方がたくさんいましたが、参加したく

ないというわけではありませんでした。ちょっとしたきっかけ、

つながる機会があればどんどん誘っていただければいいのではな

いかと思っています。「いつも」の日常と「もしも」の災害をつ

なぐ、日常の、できるところから始めていただきたいと思います。



－81－

事前のアンケートの中で「外国人の防災をどういうふうに考え

ていったらいいか」という問い合わせをいただいていますが、「こ

うすればいい」という厳密な一つの明確な解はありません。だか

らこそ、今参加されている方も含めていっしょに考えていきたい

と思います。以上です。ありがとうございました。
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